
E 研究の内容

1 r自然jとは
本研究では， I自然」を『身の回りの様々な動植物や自然物，自然事象』と捉え，

研究を進める。

身近な自然環境の減少が社会問題として挙げられている今日，子どもたちに大切

にしたい「自然Jとのかかわりについては，幼稚園教育要領でも多く触れられてい

る。特に領域「環境Jにおいては，ねらい，内容の中で「自然」に関する記述が多
い。幼児期が，身近な環境に興味をもち，それらに親しみをもって自らかかわるよ

うになる時期であることを踏まえ，子どもたちが身近に「自然Jとかかわる機会を
つくること，子どもたちの「自然」との出会いを見逃さないようにすることが大切

であると考える。

2 研究の実際

本園では，研究保育・保育研究，事例研究等を通して，研究を進めてきた。本年度

は，子どもたちがかかわっている 「他jの中の「自然Jに視点を当て，保育者の援助
の在り方，環境構成の工夫について触れながら，研究テーマに迫ることにする。

( 1 )実態調査から(平成 21年6月26 日 ~7 月 3 日実施)

子どもたちがかかわる「自然Jに注目して研究を進めるにあたり，子どもたち
の現在の「自然Jとのかかわりの実態，保護者の「自然jの大切さについての認

識を捉えるために実態調査を行った。 また，アンケートを回答する中で，保護者

が普段あまり意識していなかった「自然Jとのかかわりについて，改めて意識し

たり，振り返ったりすることができるのではないかと考えた。

1学期に実施 した実態調査をまとめてみると， 全保護者が「自然」とのかかわ

りを大切だと思っており， I自然」から教わることは非常に多く， I自然Jとのか

かわりを大切にしたいと考えていることが分かった。しかしながら，圏外では身

近な自然がないこと 保護者の小さい頃と比べると遊べる自然環境がなくなって

いることから，子どもたちの「自然Jとかかわる体験は十分だと思わないと感じ

ているようだ。このような現状の中ではあるが， I自然Jとのかかわりを大切にし

ようと，意識して自然と触れ合える場所へ出掛け，野菜や果物を収獲したり，虫

探しに出掛けたりしている家庭が多いことも分かった。

「自然Jとのかかわりには，動物 (生き物)とのかかわ りも含まれることから，
「お子さんが捕まえた生き物を持ち帰りたいといったときどのように対処をしま

すか ?Jという質問をしてみた。すると，ほとんどの家庭が，子どもたちの持ち

帰りたいと言う気持ちを受け止め，生き物を通して生き物の扱い方や生命の大切

さについて一緒に考える機会をもつようにしていると回答していた。また， I自然J

に関する子どもたちの疑問に，できるだけ正しく答えるように努め， 一緒に調べ

るようにしていることも分かった。
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以上の ように,子 ど もた ちの 「自然」 とのか か わ りを大 切 に したい とい う保護者 の強 い

思 いが ア ンケー ト調 査 よ りうかが えた。 また,幼 稚 園で捕 まえた生 き物 を持 ち帰 った こ と

が,そ の後,家 庭 で育 ててみ る,育 て方 を調 べ てみ る とい うふ うに,家 庭 と幼稚 園 との生

活 の連 続性 も実感す るこ とがで きた。

これ らの こ とか ら,幼 稚 園 と して,子 どもた ちが どの ような 「自然」 に興味 を もち,今

どの よ うなかか わ りを楽 しんでい るのか,そ こか らどの ような ことを感 じ取 ってい るの か

(学んで いるのか)に つ いて,保 護者 へ発信 してい くこ とを大切 に していか なければ な ら

ない と考 える。

(2)研 究保 育 ・保 育研究 か ら

研 究 を進 め るにあた り,研 究保育 ・保育研 究 を通 して全 職員 で研 究 内容 の理解 を深

めた り,研 究の方 向性 を確認 した りして きた。大 学の先 生 を講 師 と して招 き,研 究保

育,そ の後 の保育研 究 の中で研究 を深 めてい った。

研究保 育 は,○ ビデ オ係 ○ 保育者 ・子 ど もの言葉 の記録 係 を設 け,保 育

後 の子 どもの姿の分析 や保育 者の援助 の在 り方 の振 り返 り等 に活 用す る ように した。

次 のペー ジか らは,1学 期 と2学 期 の研究 保育 で見 られた子 どもの姿 と,保 育研 究

の中で話題 に なった保 育者 の援 助 の在 り方 や理論面 での成果 と課題,3ク ラスの研 究

保育 ・保育研 究 を実施 して見 られ た 「自然」 との かか わ りの連続性 をま とめた もので

ある。

〈研究保育 ・保育研究資料の見方〉

〔子 どもの実態〕 〔保育 のねらい〕 〔内容〕

〔表の記号 について〕

☆子 どもの生活

※保育者の援助 ・環境構成の工夫

(◇人 とのかかわ り,□ もの とのかかわ り,

△ 自然 とのかかわ りの視点から)

:か か わ りに よ って育 まれ る体 験

〔遊びの姿〕

保育の中で見 られた子 どもの姿 と,「人」「もの」

「自然」とのかかわ りの視点か らの保育 者の援

助 ・環境構成の工夫 をまとめた もの

〔環境構成 図〕

保育のね らいに沿ったプレイルーム,保 育室,

園庭の環境構成図

:か か わ りに よ って 育 ま れ る体験

〔成果 と課題〕

保育者の援助 の在 り方や理論面 での成果

と課題

〔遊 びの価値 とつ なが り〕
この時期の子 どもの実態 に合 った遊 びの

よさと,今 後,子 どもたちの どのような

姿 につながってい くかをまとめた もの
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3クラス連続で研究保育 ・保育研究を実施し，子どもたちが「他j とかかわる姿から，

自分らしさを発揮できるための保育者の援助の在り方，環境構成の工夫・改善について研

修を深めた。研究保育の中での成果，課題について，保育研究の中で話題にな ったことも

踏まえながらまとめてみた。その中でも「自然、jとのかかわり方に注目してみると， 1学

期は生き物とかかわる子どもたちの姿が， 2学期には園庭で秋の深まりを感じながら遊び

を楽しんだり，自然物と思い切りかかわったりする子どもたちの姿が見られた。

そこで，保育研究では次のようなことを話題にした。

o 1学期:子どもたちが生き物とかかわるときに保育者としてどのようなことに心掛け
たらよいのかについて

o 2学期:深まる秋の自然を感じながら遊ぶ子どもたちの姿の発達の連続性について

保育研究を通して保育を振り返る中で今後の謀題とな ったことを，実際の子どもたちの

姿，保育者の援助と合わせながら表にまとめてみた。
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Cコかかわりによ って削れる体験

〔自然と触れ合う〕
食 アサガオの様子を見たり，水を掛けたりしていた。
会 ダンゴムシやミミズを見たり，触れたりしていた。* ウサギやニワトリなどを見たり，えさをあげたりしていた。
食草花や木の実で遊んでいた。* 飼っている金魚ヤカブトムシの様子を見ていた。* f動いた!J仁こんなに大きくなってる !Jf (ミミズ)めめは?Jなど
と，感じたことや不思議に思ったことを体や嘗業で表現する姿が見
られた。
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会 ソフト積み木や新聞紙などを
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した。

※ 子どもの生活* 
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〈成果) (課題〉
O 担任・静l担任とでかかわる遊ぴを分担し.r-したい」という ・ 「自然と触れ合う遊びJの中で，言葉掛けに迷う場面があった。
一人一人の思いに寄り添いながら保育に当たるよう努めること 子どもたちの発達の特性を踏まえ，一人一人に応じた保育が展開
ができた。 できるよう理論研究，実践研究を深めていきたい。
O 様々な rf~J とのかかわ りが生まれるよう ，新聞紙温泉などの ・ 「他jとかかわる中で，子どもたちの遊び方，感動は様々で，一
場の工夫や「他jとかかわるよさに気付くような言葉掛け(rあい 人一人の感動を友だちと共有できるような場や言葉掛けの仕方な
さつすると気持ちがいいねJrooくんがミミズを捕まえたみた ど工夫していきたい。
いだよJrぶらんこって気持ちがいいねえj 等)に努めることが
できた。
O 子どもたちの気付きに共感しながら，年少児なりの「待つ」こ
とを意識した保育に努めたところ，想像を膨らませながら友だ
ちとやりとりする場面が多く見られた。



年少児(はな組)保育研究から※ 

O 先生と一緒にダンゴム 1，
シ ミミズ探しに行く。ダンゴムシがほしい，ミミズを l
Af先生，ダンゴムシ探し 1:見付けたい，捕まえたい
に行こうJ
Bfわたしも行く!J 10 子どもの思いを受け止め，期
cfぼく，ミミズがいい!J 1 待が高まるような言葉を掛けを
保「いいよ。たくさん見付| した。
かるといいなあJ 1'1 ------------------~ 

|「たくさん，見付かるといいなあJ 1 

O 保育者と 一緒にダンゴ10 捕まえた喜びに共感し，友だ10 友だちとのつながりが感
ムシ，ミミズを探す。 1 ちとのつながりが生まれたり， 1 じられるように一人一人の
cf捕まえた!J これまでの経験からダンゴムシ| 言葉にもっと耳を傾け，他
保「ゃったあ。 Cくんが捕| と一緒に何を入れたらいいか気| の子どもへの刺激になるよ
まえたよ 。ダン ゴムシ| 付けるような言葉掛けをした。| うな言葉掛けをする。
って， 何を食べるんだ

っけ?J 
Af葉っぱ!土も入れるん
だよj
保fcくん，

よ ~J

cfうわあ，長い!J 
Dfつぶしてやる ~J
保「え~!!J
Dfだって，怖いんだもんJ

今後の保育者の援助子どもの姿の解釈と実際の保育者の援助子どもの姿

rcくん Aちゃんが葉っぱと土
を入れるんだよって教えてくれ
たよJ

「ゃったあ， cくんが捕まえたよJ
「ダンゴムシって何を食べるんだっ

け?J 

o fつぶしてやる ~J の言葉
の背景には， f怖い」という
理由がある。子どものそう
した気持ちを受け止め，今
回のように「え~!!Jと保育
者の気持ちを言葉と態度で
表すことも大切に していく 。
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。
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が
ち
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生
姿
者
持
い

。
O ミミズに水を掛ける。
cf雨だ ~J
Df雨，雨」
保「えミミズさんに掛ー
けちゃ ったの?ほら， 10 ミミズの様子に気付くような
ミミズさん，弱くなっ | 言葉を掛けたり，子どもたちと
てしまったよJ ミミズが動いたことを喜んだり

cf動いた ~J した。

Df動いた!J 
f呆「よかったね。ミミズさ
んには水じゃなくて，
土がいいよJ

「えミミズさんに掛けちゃった
の?ほら，ミミズさん，弱くなっ
てしまったよ」
「よかったね。ミミズさんには水じ
ゃなくて，土がいいよj

O ミミズのからだについ10 ミミズのからだについて，思10 思いついたことをみんな
て思ったことを話す。 1 ったことを言葉にする姿を共感| の前で話す楽しさを味わえ
cf先生，ミミズ，めめ | 的に受け止め， 一緒に考えたり， 1 るような雰囲気づくりをし
は?J ミミズも 生きてることを感じた| ていくことも大切にしてい
保「う~ん，どこにあるの| りするような言葉掛けに努めた| く。
かなJ りした。
Dfないよ!J 
c f (動く先を指して)おめ
め，あるよ!J 
保fcくん， r痛い』って
言ってるかも よ。優 し
く触ってね」
B f (ミミズのおしりから)
何か出てきたJ
AfたまごだよJ
EfたまごかなJ

「う~ん，どこにあるのかな」
r r痛いjって言ってるかもよ。優
しく触ってね」

o cは， ミミズを手の平
にのせる。

司 15・
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年中児(ほし船 平成21年 6月 9日 (火) 天気 :晴れ

女子どもの生活

〔ねらい〕

O 好きな友だちと場所や遊びを共有しながら，一緒に遊ぶ楽しを味わう。
O 自分のイメージするものをつくったり，なりきったりして遊ぶ。
O 梅雨期の園庭の軒Eや生き物に興味をもって材、わろうとする。

※保育者の援助・環境縛耳立の工夫 (0人とのかかわり 口 ものとのかかわり ム

〔内容〕

O 自分の思いを友だちと伝え合いながら，→昔に遊ぶ。
O 友だちと一緒に自分のなりたいものになりきってごっこ遊ひ'を楽しむ。
O 圏庭の軒Eゃ身近な生き物に興味をもってかかわろうとする。

自然とのかかわり) Cコ州市りによって育まれる体験

〔子どもの実態〕

進級児新入園児共に園生活に慣れ，互いに名前を呼び合いながら好きな遊び

を友だちと一緒に楽しんでいる。園での生活を十分来しみ様々なものとかかわり

ながら過ごすようになっている。

〔つくって遊ぶ〕

食空き箱やロールペーパーの芯，ベットポトJレなどを組み合わせて，

自分のイメージしたものをつくっていた。

1骨折り紙の本を見たり，保育者と一緒に折り紙を折っていた。

*色商用紙や広告紙を使って，ごっこ遊びに必要なチケ γトなどを

つくっていた。
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人とかかわる楽しさ

口子どもたちが自分たちでつくろうとしている姿や工夫したところを

認め，出来上がった喜びに共感し，つくる楽しさを味わえるようにし

た。

O 子ども一人一人カ立夫してつくったところなどを認めながら，友だ
ち同士のかかわりカ可集まるように，お互いの工夫を知らせる言葉掛け

をした。

口 製作lL必要な材料，用具などを子どもたちカ可吏いやすい場所に用意
しておいた。

岨盟理・盟国

岡・・圃
ち込|

〔ごっこ遊ぴをする〕

* 自分でつくったものを使ってヒーローになりきって遊んでいた。
会友だちとそれぞれの役割を話し合って，家族ごっこを楽しんでいた。

会 自分たちのイメージするものになりきるために工夫しながら遊んでいた。

会 自分たちでつくったものを使ってディズニーランドごっこや家族ごっこをしていた。

( :1!!11:t.J X E!;}'l:tllr X fjU_~'" X-ω 
o友だちと一緒にヒーローなどの役になりきって遊ぶ姿を認めながら，見守るようにした。
o子どもたち同士でアイデアを出し合う姿を見守りながら，気持ちのぶつかり合いが見られたとき
は，両者から話を聞き，お互いの気持ちゃ思いを汲み取ってあげるようにした。

口子どもたちカ漣ぴに必要な道具はあらかじめ準備しておき，必要に応じて補充をしたり，必要な

ものを一緒に準備したりするようにした。

ディズニーランドのチケ

yトをつくりましょ!

[山手伝って!.r-

このチケァトがあれば

シンデレラになれるのよ~。

~制白雛山い ]

〔自然と触れ合う〕* 保育室の金魚にえさをあげたり，カブトムシの成長を楽しみながら観察したりしていた。
食 図庭にいる虫や，池にいるエピを探したり，見たり，捕まえたりしていた。

女 ピーマンやホウセンカに水を掛け，その成長に気付いていた。C積み木やプロックで遊ぶ〕
*近くにいる友だちと積み木やプロックを組み合わせて，自分のイメージしたものや友だちのイメージしたもの

を一緒につくって遊んでいた。

*年長厄に仲間に入れてもらって， 一緒に家や城をつくったり，ごっこ遊びをしたりしていた。
同・園田・・園町、，園田・-・司

伝え合い

O 途中から参加したい子がうまく仲間に入っていけるように様子を見ながら言葉を掛けたり，限られた数の積み
木やプロックをみんなで使うことができるように様子を見ながら言葉を掛けたりした。

口子どもたちが自分たちのイメージに合わせて工夫しながらっくり上げる姿を

見守り，っくり上げた喜びに共感するようにした。

口 積み木の積み方など，安全面には十分気を付けるように言葉掛けをした。

ここはご飯を食べ

る割程にしょうね。

自然への親しみ

つぶやいたことに共感するようにした。

ム生き物を捕まえた喜びに共感しながら，生き物の命の大切さに

気付くことができるような言鶏卦けをするようにした。

ム槌物の成長を一緒に喜び，これからの成長を楽しみながら世話

カ舎できるようにした。

ピーマン おおきくな

ってきたね!

位持
O つくったものを使って，友だちと一緒にごっこ遊ひそ楽しむ姿が見られた。つ
くったものを基に遊びを展開したり，遊びに必要なものをイメージしてつくった

りするなど，遊びと遊びにつながりが出てきていることを実感した。

O 池のエピや園庭にいる虫を積極的に捕まえる姿が見られ，子どもたちの自然へ
の関心の高さを実感した。保育者も一緒に感動体験することができた。

O 年中児なりに，役割分短をしたり，自分のアイデアを遊びの中で生かそうとし
たりする姿カ勢生えてきていることを実態することかできた。

〈課掛
・ 生き物への輿J未・関心が高くなり，捕まえたり観察したりする場面が多くな

ったが，かかわりには個人差がある。扱い方や命についてはその場面ではもちろ

ん，普段の生活の中でも考えられる機会をつくっていきたい。

. 友だちと寸昔に同じ遊びを共有する中での共感し合う場面，ぶつかり合いの場

商における，年中児クラスにおける保育者の在り方を今後も追究していきたい。

・ 子どもたちカ漣びの中で，様々な円削とかかわりながら，自分らしさを発鐸

できるような言葉掛けや環境構成について引き続き研修していきたい。

ムシ古%、るかも!

→昔に持ち上げてみよ

うよ!

〈遊びの価値とつながり〉

子どもたちは，圏内の様々な環境に積極的にかかわり，友だちと誘い

合って→昔に好きな遊びを楽しみたいと感じている。友だちと一緒に遊

ぶ中でこそ見られる，r教え合う姿H謝予錯誤しながら取り組もうとす
る姿Jr喜びゃ悔しさを共感する姿」を犬切にしたい。
こうした遊びは，今後友だちと→者にいろいろな遊びを楽しむ姿，好

奇心をもって様々なものとかかわる姿につながっていくものである。
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※年中組(ほし船保育研究から

子どもの姿 子どもの姿の解釈と保育者の援助 今後の保育者の援助の在り方

O ホウセンカの鉢に水掛けを始め O 子どもたちの「水をいっぱい掛
r-ーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー ーーーーー

繰り返し水掛けをするうちに鉢は けたいJという気持ちを受け止め
水の掛け方は課題である。幼

水でいっぱいになる。 ながらも「こんなにあげても大丈
稚園児だけでなく，小学生でも晴

保「お水がいっぱいで(ホウセン 夫かなJと気付いたり，考えたり れの日は，水が鉢から溢れるまで

カ)溺れないかなあj するための言葉掛けをした。 掛け続け，雨の日も当たり前のよ
O 鉢が水で、いっぱいになることを

[}水がいつは丸、で溺れないかなあDうに水掛けをする実態があるこ
楽しんでいると， A児が芝に水を

掛け始める。 O 友だちと場所や遊びを共有しな とが分かった。(指導助言者より)
ーーーーーーーーーーーーーーー甲ーーー----ーーー-ー

A 1:畑をつくろう !J がら寸者に遊ぶ楽しさを味わえる

B l'僕も畑をつくる」 ようになってきているので，友だ O 毎日の活動の中で， 1土が乾いた
C 1:水をいっぱいj留めよう」 ち同士で遊びのアイデアが広がる ら水を掛けるJ1.土が湿ったらやめ
保「すごいね，みんなで→者に水 ように見守った。 また，水の心地 る」ことを年中児なりに理解でき

を掛けていたら海みたいに水 よさを共感できるように保育者も るように言葉掛けをし個人差に

がいっぱいになってきたねj 子どもたちと一緒に裸足になり， 応じて自陣売して援助していく。

O できた水溜まりに裸足で入り， 感じたことを伝え合うように'L桂ト
飛び1跳ねたり，水を手で触ったり けた。

し始める。
「本当だね，先生も冷たくて気持ち

AC 1うわあ，気持ちいい~J

B 1もう夏みたいだもんねえJ がいし 3なあJ

保「本当だね，先生も冷たくて気

持ちがしミしミなあ」

o C児が池のエピをもってきて水
溜まりに入れる。C児は，そっと o C児の I~ してみよう j という O 子どもに具体的な判断を急がせ

(丁寧に)エピをボ留まりに放す。 思いを受け止め，エビ‘を放すまで、 てしまうことがないように，子ど

保 ICくん，エピさん大丈夫かなj は声を掛けずに見守った。そして， も自身に自分の行動を振り返らせ

C 1大丈夫だよ」 行動に移した時に「これでいいの て，考えられるような言葉掛けを

保「でも，いつも住んでいる池の かなJと，エピの生命について考 したり，見守ったりする。

お水と違うし水が少なくてパ えられるような声掛けをした。た

タバタしているみたい。苦し だ，今回C児はこれまでの経験か o C児は，自分が1留めた水の中で
いかもしれないなあ」 ら， まだ状況を判断できないと捉 裸足になり，友だちと一緒に水の

C 1" " " " "J え，具体的な言葉掛けを試みた。 心地よさを十分に味わったからこ

o C児は急いで、虫かごに戻しに行
「でも，いつも住んでいる池のお

そ， 1そこにエピを放せば，エピも

き，今度はジョウロにエピを移し， 気持ちよく泳ぐかもjと，思ったの
水と違うし水が少なくてパタ

そこへ水道の水を入れる。 パタ しているみたい。苦しいか
かもしれない。このようなC児の

保「エピさんは池の水で住んでい もしれないなあ」
気持ちゃ思いも汲み取りながら言

るから水道の水は苦しいかも 葉掛けをする。

ねJ
、
「エピさん，今どんな気持ちか「エピさんは池の水で住んでい

C 1" " " " "J るから水道の水は苦しいかも → な。このままここに居たら，ど
※ 溢れるまで繰り返す ねJ

うなっちゃうのかなあJ
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年長児(うみ組) 平成21年 6月10日 (水)天気:雨

〔子どもの実態) 1 (ねらい〕

年長組に進級して微々なことに積極的に取り組む姿が見られる。初夏の自然に興味10 友だちと→者にいろいろな遊びを工夫する。
をもってか坊、わったり，友だちとイメージを出し合って遊ぴを進めたりする中で，友10 友だちと思いを出し合い，イメージをひろげながら遊びを楽しむ。
だちとかかわる楽しさを味わいながら過ごしている子どもたちである。 10 身近な自然に奥田本や協心をもち，積樹守にかゆわって遊ぶ。

女子どもの生活 ※保宥者の援助・環境構成刀工夫 (0人とのかかわり 口ものとのかかわり

〔内容3
O 友だちと{宣割分担したり，遊びの進め方を話し合ったりしながら，ごっこ遊びを楽しむ。
O 一緒に遊ぶ中で，自分の思っていることを話したり，友だちの話を聞いたりする。
O 梅雨期の園庭の株子や空の様子を感じたり，身近な動他物の不思議さや変化の悌子に気付く。

ム自然との付わり) 0 か由州こよって育まれる体験

口必要な素材や用具などを子どもたち古河吏いやすい場所に用意しておいた。

o友だちの工夫に刺激を受けながらつくる姿を認め，自分だけではできな
いところを友だち同士で手伝えるような言葉掛けをしたり，保育者由年伝

ったりするようにした。

口 用具などの安全な使い方や片付け方に気付くことができるように機会

を見て言淵針けした。 1
1』
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

-
い

a

主噌

--Em田
園
.

ZEき絡で車をつくっ
たよ。

1廿 自分たちで滋

口子どもたちが楽しくこ・っこ遊びかできるように，必要な道具や素材を用

意しておいた。

く〉友だちと遊びを楽しむ様子を見ながら，互いの患いがうまく伝わらない

ときは， 一緒に話をするようにした。

家族こ・っこをしよう。

似果〉

O 雨を使って遊んだり，カタツムリを探しに出掛けたり，水たまりを見付け
たりなど，梅雨剛切ならではの遊びを楽しむ子どもたちの姿が見られ，この

時期にしiJ味わえない季都獲を一緒に味わうことができた。

O 友だちと一緒に遊ぶ中で.rこうするともっと面白くなりそうだなHこう
ゃったらどうなるかなりなど自分たちで工夫して遊ぶ姿から，自分で試し

てみて新たに発見したときの喜びが大きいことカサかった。

O 様々な虫とのかかわりの中で，不思議さを一緒に感じながら，捕まえた後，
どのように扱うのかを子どもたちとその者|暖，繰り返し話題にすることで，

子どもたちの生き物への意識カ戦いていることカ漢!惑でき，生命を大切に感

じるようになる姿が見られるようになってきた。

[環境構成]
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防護積み木で遊ぷ〕

会大型積み木で友だちと→者に自分たちのイメージを話し合いながら家をつくっていた。

食友だちと一緒につくった喜ぴを味わいながら，つく ったもののイメージを保育者に伝

えていた。

•••••••• 

o摺〉
・ この時期ならではの雨とのかかわりの中で，子どもたちにどのよ

うなことを味わってほしいのか(どのような子どもに育てたいの

か)をもっと意識しながら，環境構成を工夫していきたい。

・ 生命の大切さ，尊さについて子どもたちカ渓感できるように，

様々な場面でその場に応じた言葉掛けをしながら，一緒に考えてい

きたい。

・ 友だちとのかかわりの中で子どもたちが何を楽しみ，喜びを味わ

っているのかを見極め，遊びがもっと楽しくなるような仕掛け(環

境t勘却を採っていきたい。

口友だちと→者にイメージを出しながらつくる姿を見守り，つくった満足感に共感した

り，工夫したところを認めたりした。

O 自分の思いを友だちに伝えたり.友だちの恩いを聞いたりする姿
を見守りながら，その姿を認めるような言葉掛けをした。

口安全面に気を付けるよう，必要に応じて言葉掛けをした。

〔自然と触れ合う〕* 空の色のH音;さなと港じたことを言葉で友だちゃ保育者に伝えていた。
*雨をカップに集めて，水が溜まったり，雨がはじけたりする様子を楽しんでいた。

会雨の園庭に傘を差して出掛け，雨の生き物の様子を見ていた。

食チョウの幼虫やカブトムシの僚子を見たり，絵本を眺めたりしながら，成長の機子や

体のっくりなどに興味をもっていた。

台育てているミニトマトやキュウリ，オジギソウやフウセンカズラの成長の様子に気付

き，収5華したキュウリを味わっていた。

自然への慈しみ

ム子どもたち約感じたことを表現する姿を犬切にし，共感するようにした。

D.梅雨の時期ならではの遊びを楽しむ様子を見守り，雨の日も楽しいことがあると感じ

られるような言葉掛けをするようにした。

ム野菜の成長への気付きを大切にし，友だち同士で感じたことを伝え合う姿を見守り，

共感するようにした。

A 雨の日の生き物や植物を見たり，触れたりしながら，

その不思鳴きを一緒に実感し，生き物の生命について

一緒に考えるようにした。 ( ~-"~'-'-'A ........1- ~1_Li . "'~ 
『 雨だけど，虫を見付け

たよ。

G盤ぴ制耐直とつながり〉
この時期の子どもたちは，友だちと一緒に過ごす心地よさを感じたり，積極的に自然とか

かわったりする姿が見られる。そこで，梅雨の時期であることを踏まえ，子どもたちの機々

な自然、との出合いを大切にし，友だちと→苦に実際に見たり触れたりする中で自然の不思議

さや面白さに気付き，大切にしようという気持ちを育んでいきたい。

こうした遊びは，今後，友だちと協同して遊びを進めようとする姿や自然を慈しみ生命の

尊さに気付く姿へとつながっていくものであると考える。

ー18.



※ 年長組(うみ組)保育研究から

子どもの姿

O 小雨の中，池でエピ捕
りをする。

A rエピいる(欲しい)
人 ~J

B rちっちゃいエピJ
c r Bくん，エピこっ
ち!J 
(水たまりにエピを放

すことをうながす)

B r分かったリ
(BとCがエピを水た

まりに放す)

o A， B， Cの3人で水
たまりに放したエピを虫

網で探していると，先生

がやってくる。

C rエピ，入れちゃ ったj
Arエピ逃がしちゃったJ
B r2匹!J 
保「え っー，みんなで探

そう!J 
D rとにかく網で捕まえ
ょうJ

O 水たまりの底を虫網で
すく ったり，手で水をす

くい出したりしながらエ

ピを探す。

保 rcくん，池の水と違
うからエピさん大変

かも・. . J 
(しばらくして)

B rエビ，いたいた!J 
保「よかったあ」

O 残りの l匹を探し続け
るがなかなか見付からな

し、。
保 rBくん cくん，あ
と1匹どうするの?J 
B . C (しまったなあと
いう表情をする)

保「今日は残念なことを

しちゃ った。エピさ

んにかわいそうなこ

とをしたよ 。ここ(水

たまり)はおうちじ

ゃないんだよね」

子どもの姿の解釈と実際の保育者の援助 | 今後の保育者の援助の在り方

O 雨の日の生き物にも興
味をもって出掛ける姿を

見送った。

O エピを水たまりに入れ
たことを伝えてきた子ど

もたちの言葉を聞き，驚い

て急いで探すことを提案

した。

水たまりにエピを放

したらどうなるのか，濁

った水たまりの中から

放したエピを捕まえて

みたいという，試したい

気持ちをもっていた。

(子どもの言葉の記録

より)

O 子どもたちがどのよう
な思いでエピを放したの

かを聞くことができるよ

うに，子どもの言葉を待

つ言葉掛けをする。

「えっ一，みんなで探そう!J十→打ふーC[J

i 逃がしてしまったエピ j
lを助けようと悪戦苦闘 i
iし，一匹見付かつてほっ i
jとしている 。 l 

O 子どもたちと 一緒にな
ってエピを探しながら，エ

ピの生命について考える

ことができるように言葉

掛けした。

rcくん，池の水と違うから
エピさん大変かも・. • J 

O 子どもたちがエピを放
してしま った自分たちの

行動を振り返り，自分た

ちで判断できるような言

「今日は残念なことをしちゃ H 葉掛けをする。
った。エピさんにかわいそ」いー寸門~rエピは池と水たまりとど
うなことをしたよ。ここ(水 111

111 っちが幸せだったのか
たまり)はおうちじゃない川 か・ | 

んだよねJ IIL-' - --

j ェピが見付からなか っ 1
1たことで，自分たちがやっ i
iてしま ったことをしまっ 1
iたなと思っている。
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1学 期 に実 施 した研 究保育 ・保育研 究 か ら,年 少,年 中,年 長 の子 どもた ちが 生 き物 と

か かわ る ときの思 いの違 いや保育者 の援助 の在 り方 につ いて大切 に したい ことを次 の よ う

にま とめ るこ とがで きた。

～子 どもたちが生 き物 とかか わる ときの思い と保 育者 の援助 につ いて(6月 の事例か ら)～

〈年少児〉

○ ダ ンゴム シや ミ

ミ ズ を 見 付 け た

い,捕 まえたい。

○ 目 は あ る の か

な?水 をか け た ら

どうな るか な?

〈年中児〉

○ ホ ウセ ンカに水

をた っぷ りあ げ よ

う。

○ エ ビ を水 た ま り

に放 してみ る。気

持 ちいいか な?

〈年長児〉

○ エ ビ を水 た ま り

に逃 がそ う。(や ら

な い 方 が い い け

ど,試 してみ たい)

○ 水 た ま りの 中の

エ ビを捕 まえてみ

たい。

生 き物 と出 合 っ

て知 りたい こと

がいっぱい!

い ろ ん な こ と を 自分

た ち でや って み た い。

試 してみ た い 。
友 だ ち と一 緒 に

試 して み たい 。

○ 子 ど もた ち と生 き

物 との 出 合 い を大 切

にす る。

○ 生 き物 に触 れた り,

眺 め た りす る 中 で子

ど もた ち が どの よ う

な こ と を感 じて い る

のか を見 取 る。(興 味

をもってい る,恐 怖心

を抱 い てい るな ど)

○ 扱 い 方 に つ い て 繰

り返 し触 れ る 中 で 伝

えてい き,少 しず つ生

命 に つ い て考 え られ

るよ うに してい く。

○ 子 ど もた ち が 主 体

的 に生 き物 とか か わ

る姿 を大切 にす る。

○ どの よ う な こ と を

考 え て 生 き物 と か か

わってい るのか,子 ど

もた ち の こ れ まで の

経 験 を踏 ま え て 見 取

る。

○ 扱 い 方 に つ い て 自

分 た ち で考 え る こ と

が で きる よ うな 言 葉

掛 け を し,生 命 につ い

て考 え られ る よ う に

してい く。

○ 子 ど もた ち が 主 体

的 に生 き物 とか か わ

る姿 を大切 にす る。

○ どの よ うな こ と を

考 え て生 き物 とか か

わ って いるのか,子 ど

もた ち の思 い を 聞 く

中で察す る。

○ こ れ まで の 経 験 を

も と に 自分 た ち で生

き物 の扱 い方 につ い

て考 えた り,判 断 した

りで きる よ う な言 葉

掛 けを し,生 命 につ い

て 考 え られ る よ うに

す る。
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4日(金)平成21年12月年少児(はな組)

〔子どもの実態〕
「一緒に遊ぼうJと友だちを誘ったり，自分のしたいことを
友だちに伝えよ 7としたりする姿が見られ，友だちとかかわ
って遊ぶ面白さを味わうようになってきたー時折，ぶつかり
合う こともあるが，保育者に互いの気持ちを代弁してもらう
などして，自分の気持ちに折り合いをつける経験もしている。

〔自然と触れ合う〕
合 イチョウやユリノキ，カエデなどの落ち葉を集めたり ，布団に見
立てて寝転がったり，葉っぱの雨を降らせたりしていた。
女 二十日大根の様子を見たり ，水を掛けたり ，間引きした芽を味わ
ったりしていた。
合 アラカシやマテパシイを拾ったり ，割ったりしていた。* r葉っぱのお風呂にしよう !Jr太陽の光で(葉っぱが)きれいに見え
るよJr (アラカシの中身は)何色かなっJなどと，感じたことや不思議
に思ったことを言葉や体で表現していた。* ウサギやニワトリを見たり，えさをあげたりしていた。
I自然への親しみ)I ~1ib1*Mi ) (]it< 11 ~.ít1J 1 (E歪吉
田 l i;llìJE~ 1 (人とかかわる楽しきI

Cコかかわりによって育まれる体験自然とのかかわり)

[環境構成l
(プレイルーム)
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ものとのかかわり

ウ 空き箱，牛乳パック，平テープ，
セロハンテープ，ガムテー 7，ス
トロー，新聞紙

口

ァ・カセットテープ，ラジカセ，タン
プリン，すず，カスタネァト

人とのかかわり

イ:ソフト積み木

く〉保育者の援助・環境構成の工夫(

〔つくって遊ぶ〕
食 空き箱や平テープ，ストロー ソフト桜み
木，新聞紙などで，自分がっくりたいものを
つくっていた。
食 つくったものを使って，友だちゃ先生とー
緒に遊んでいた。

I:tt! ft1J I fi置iJl iilìJE~ 1 
口 r-したいJという思いを実現するために必要な素材や用具などを
子どもたちが使いやすい場所に用意しておいた。
o はさみやセロハンテープの扱い方など安全面に留意しながら，何
がしたいのか，何をつくりたいのかを丁寧に受け止めるようにした。

※ 子どもの生活会

「百四
絵本，図鑑3ニ

比三竺t.:.c，)業二:!と業つばがきらきら光ってるよ !
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ヒヤンンス

オ'人青ムエプロン，

カ.ドングリ，

キ:クロ γカス

〔ごっこ遊びをする〕* 家族やアニメの受場人物など好きな役になりきっ
て遊んでいた。
カ 「仲間に入れて」など必要な言葉を使って友だちと
一緒に遊んでいた。

カ

ク:洗面器，パケ;;， sll，茶碗、船，
i'(JIl ，ベァトボトル

互い
口 遊びに必要なものを使いやすい場所に用意しておいた。
o 遊びの様子を見守り，必要に応じて言葉を補足するなどLて，
の思い治安伝わるようにした。

、，
‘，

-

-る
e

一

-「ニ

、，

-
q
A
-
-

‘
，

-
b亀
一

一

九
る
一
-
び
-一

'
----

一
見
二
遊
-一

-tz
一
-
・
』
-
一

-z
一
-
'
ニ

戸
場
停
『

p
c
-
一

b
g
-
b
ご

-

-HHh

ト
レ
-

7

『

オ

1図庭)

葉っぱのお金がいっぱい !アラカシを酔jったら
， 

ム 保育者も一緒に見たり，触れたり，嘆いだり ，味わったりして子
どもたちの発見や感動に共感していくようにした。
ム 保育者も一緒にクロッカスや二十日大根の様子を見たり，水を掛
けたりして成長を楽しみにできるような言葉掛けをするようにした。

;4-erl 
併 ' ヲキ-
畑イ l 

真

〔砂と水を使 って遊ぶ〕* 年長児と一緒に穴を掘り水を流し入れ，池に見
立てて遊んでいた。 r君τ台育 r::曹守E想像力E 愉足感
O 年長児と一緒に見立てて露支宵百さき喫哲明に
受け止めるようにした。

三割|

〔体を動か して遊ぶ〕* ぶらんこやグロープジャングル，回転板などの
固定遊具に乗って遊んでいた。* 友だちゃ先生と一緒にかくれんぼやかけっこを
して遊んでいた。

E体を動かす楽しきH人とかかわる楽しき1

先生.ここに

隠れてると

みんなが見え

るんだよ。I u，t.:豆工〉
く〉 保育者も 一緒に体を動かして遊び，体が温まってくることを共に
味わったり，展開をリードして遊びの面白きを伝えたりしていくよ
うに努めた。
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を
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こ
止
に
も
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る
け
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れ
受
と
所
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隠
を
と
場
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に
び
る
れ
よ

手
喜
す
隠
る

上
の
賛
い
け

児
賞
い
付
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中
新
い

す
ら
て

返
か
け
'
べ

り
験
付
い

繰
経
見
日

を
の
を
し

ぼ
で
所
e
」

ん
ま
場
事

れ
れ
れ
大

く
こ
隠
を

か
'
な
姿

で
た
く
。

O 保育者をかくれんぼ』こ I，-
誘う。 l'先生と一緒にかくれんぼをしたい
Ai先生かくれんぼ !J 1ー ー

保「かくれんぼが何?J 10 子どもの思いを受け止めると10 子どもたちが自主的に遊
Aiぼくと一緒にかくれん | ともに，ほかの友だちも誘って | ぶ よつになってきている。
ぼしよう!J みることを提案した。 1 iしたいこと 」もはっきりし
保「いいよ。ほかの友だち | ν噴恥 c9~ーエーヘ | てきているので，一人一人
も誘ってみたらJ -→::;.~、て ぐ友だちと 一緒に遊法、| の思いや気付きを受け止め，
Bi私もJ 当‘ど-iC面白さも味わってほ う| その感動を代弁したり，言
ciぼくも!J 司.-¥Lいな ー -rl 葉で補ったりするなどして
Di仲間に入れて リ 11 _ 一一一九一ー=-----，11 みんなで共有できるよっに

日「ほかの友だちも誘ってみたら」 11 していく。

O 遊びに誘ったり，誘われたり
する様子を見守りながら， 必要
に応じて言葉を補った。

「体が温かくなってきたねJrみん
なですると面白ねJ など

今後の保育者の援助の在り方

る
よ
で
仲
え

え
る
ん
も
わ

わ
す
呼
分
味

味
、
ド
を
自
が

分
ト
前
千
ぴ

十
を
名
九
喜

を
開

't
フ

さ
展
た
こ
什

白
の
ま
る

U
た

面
、
ぴ

。
め
ト
し

の
遊
た
進
人
に

び
に
し
を

一
う

遊
う
に
び
の
よ

ょ
う
遊
間
る

。

O 誰が鬼で，誰が隠れるかをは
っきりさせるとともに，遊びの
jレールを確かめるようにした。

子どもの姿の解釈と実際の保育者の援助

「もういいかいJrみんな，どこに隠
れたのかなあJrooちゃん(くん)， 
見付けた!J 

「隠れる (鬼になる)人は誰?J r十数
えて『もういいかいjって言うよ。
隠れていたら， rもういいよjって
言ってねJJ

「ここからみんなが探しているの見
ていたのJrアラカシっていい隠れ
場所だねJrAくんに拍手-! J 

rFちゃんは今，お料理をしている
ところだから，また今度，誘って
みようよ」

-22・

年少児(はな組)保育研究から

O みんなでA児を探す。
保「あいた ~ ! J 
Aiずっとここにいたんだ
よ。アラカシの後ろJ
保「ここからみんなが探し
ているの見ていたの?J
Aiそうだよ 。先生，こっ
ち来て !ねっ，ここか
ら見えるでしょ」
保「アラカシ って，いい隠
れ場所だね。みんな，
A くんに拍手 ~J
BC iほんとだ，見える!
Aくん，すごい !J 
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O 友だちを誘いに行く。
Aiかくれんぼしよう 」
Eiいいよ!J 
Fiしない!今，つくって
るんだもんj
保iAくん， Fちゃんは今，
お料理をつくってると
ころだから，また今度，
誘ってみよう よJ

子どもの姿

※ 





年中児(ほし組)

I (子どもの実態〕
〔ねらい〕

平成21年 1 2月 3日(木) 天気:晴れ

〔内容〕

子ども向上の培、かわりがさらに深まり広がってきている友だちと役剖を分担

しながらのごっこ遊びゃ， f)(や初冬の自然に見られる格ち業や木の実をいろいろ
なものに見立てて遊びながら，好きな遊びを存分に楽しんでいる。

O 駄の向然や，初冬の自然に担、国本をもち盤ぴの中に取り入れる
O 気の合う友だちとかかわり合って遊ぶ。

O 気の合う 2，3人の友だちと→IHこ遊ぶ。
O 自分なりに考えたり，試したりしながら，好きな遊ひモ存分に楽しむ。
友だちとイメージを出し合いながら，表現する楽しさを味わう。

食幼児の生活 ※保育者の援助 - 人とのかかわり 口ものとのかかわり ム自然とのかかわり

•..................................................... 
〔つくって遊ぶ〕

食 空き特やロールペーパーの芯なとーを使ってイメージしたものをつ

くっていた。

合つくったものを使って友だちと遊ぶんでいた

台 関庇で拾った木の実や落ちAliを使って，いろいろなものをつくって

いた

食 f11み木を使って.家や飛行機，基地などを友だちと一緒につくって
いた

人とかかわる楽しき

く〉 自分のイメージするものを自分なりのやり方で試したり工夫したり

するヨ~，友だち同士で助け合ってつくろうとする安をi認める言粥Hけ

をしながら，保育者も必要に応じて手伝った

口材宇同IfIJlを十分にそろえておいた
O 友だちと→者につくる場面では，お忠、のs:凡を主張するようにな
るので，見守りながら，必要に応じてお互いの気持ちを保育者カ司中介

となって卜分に受け止め，必し合って解決していくようにした

会

食

伝え合い

ム砂や水を使った遊びでは朝蛇イサに楽しみながら，いろいろな

ものをつくったり，見立てた句する楽しさを品切さしていくようにした。

O 友だち同士で協力したり工夫したりしながら遊ぶ姿を見守り，保育者も仲間に入る
ようにした。

ム砂や水だけでなく，木の実や落ち葉などを使って遊ひ'を膨らませていく姿を認め，

季節の素材を感じながら遊〈るようにした。

O 子ども向上で，役割を分倒して遊ぶ姿を大・JHこ見守った。自分のアイデアを出
したり友だちのアイデアを割引としたりする姿も見られ，友だちと→首に遊

びを広げていけるようになっていることを笑感した。

O 務ち%ゃ木の実を使ってお庖屡さんをしたり，料迎をしたりして遊ぶ姿が見ら
れ， {-どもたちの惚l(VJや自然への関'L、の向きを知ることができた。
O 友だちと 一報に/uJじ遊びを共布するrjlでのJl'!惑し合う場面，ぶつかり合いの場
耐にかかわる中で，このH務弱の保育者の在り}Jを考えるよい機会となった。

. . 
ア金的周本柵

イ ままごとの泊具 :
(スカート.エプ :

ロシ由L‘ぐるみ

など?
? セロハンテー
プ.ベン.ラジカ

セ.カセプトテー

プ，プロγク

〔ごっこ遊ぴを遊ぴをする〕

合 おl苫屋さんこ'っこなどのこ'っこ遊びを楽しんでいた。

会 自分がつくったものを使ったり務たりして，ヒーローやヒロインになりきって遊んでいた。

，旬、，ーー・圏、，同・ーー-ー・圃、， 、，回
自分を出す I伝え合い E人とかかわる楽しき E 満足感

O 自分なりのやり方で試したり工夫したりしている姿を認め，自信をもつことかできるようにする
とともに，後会を捉えて他の子どもたちにも知らせ，してみたいという気持ちがもてるようにしえ・

〔自然と触れ合う

食落ち葉や木の実などを使って，こ.っこ遊びゃ製作をしていた

会落ち葉や木の実なと治ったり，集めたりしていた

会野菜や花の耳目玖り，水紛けをしていた。

互支盟主主之
ム子どもたちを戸外にできるだけ誘い，寸制二木の実や務ち繋を拾

ったり，集めたりする中で，自然の美しさや不思鳴きなどに気付く

ようなかかわり方を工夫した。

A 自明却を使って製作をするri'iIi}JiJ<見られるので，楽しめるように
環境を宣告えておいた

〔体を動かして遊ぶ〕

食友だちゃ先生と寸者にかくれんぼをしていた。 どんどんスピードカg出て

会 プランコやグローブジャングル，回転車民主対幸，フラフープなと勺遊んでいた。 きた !

(体を動付楽しき X人と材、わる楽しき X ÌÎiÌ~ ) 
。子ども同士でf路リを決めようとする気持ちの芽生えを受け止めながらも，大事なルールのポイントは共通理解できるようにした。
o釦戦しようとする姿を認め，意欲や自信がもてるように励ましたり媛助したりした。
O できたことをす釦こgぴ，淫R似惑を味わえるようにしたし、。

〈遊v'の価値とつながり〉. 保育者がf-:¥p.していなかった遊びを下どもたちカ守赴案してきたときに，戸惑う

ぬ而があった。子どもたちの「やりたいjという気持ちを受け止め，応えてあげ

られるように.(.掛けている於保育の「ねらしづも大事にしなければならない。

今後も凪論研究，実関冴究を深めていきたい。・友だちと-1è1に同じ遊びを共布すか jlでの"t~し合う場I雨， ぶつかり合いの場
1mにおける，年中児クラスにおける保育名ーのイ1:t)方を今後も追究していきたい。

この附411の子どもたちは，友だちとのかかわりも深まり，好き遊び

を友だちとl'者に広げながら遊べるようになっている。この中で見ら

れる「子ども同士が遊間こ必要なものを考え→昔に準備する姿Jrゲ
ームに必要なルールを守ろうとしながら遊ぶ到を大切にしていきたい。

・向然とのかかわりの中で，自F械討を使った製作遊ひ'やごっこ遊びが多くなりが
ちである。もっと体全体で自然を感じられる保有を/:1指していきたし

こうした遊びは，今後，協同して遊ぴを進めていく姿につながって

いくものと考える。
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※年中組(ほし船保育布院から

子どもの姿

O かくれんぼの仲間を集める。
A 1:先生，かくれんぼしたいリ
B 1かくれんぼリ
保「いいよ，でも3人だけだとさみ
しいな。他にする人がいなしミか

聞いてみるねJ
A 1うん，そうだねj
保 ICくん， Dくん， Eくん，かく
れんぼしない?J
C 1やる!J / D 1ぼくもやる」
E 1ぼくが鬼になろうか?J
保「かくれんぼジャンケンするよ，

負けた人が鬼ねj

(みんなでジャンケンをする)

保「最初はCくんに鬼になってもら
いましょう，鬼が数える場所は

どこにする ?J
C 1木の所にする， 1， 2， 3，・・・
も~いいか~い?J
O さらに人数が増えて，かくれん
ぼを再開する。

保「次はE くんが鬼だね。 l~lO

を5回数えてね!J 
E 11. 2. 3 . . .も~いいか~
い?J
E 1も~いいか~い?J
(みんなが 「もういいよ」というま

で何度も聞く)

AB IE くん，こっちにいるよ ~J
E 1まだ隠れていない人がいる!
も~いいか~い?J
E 11ζDくん，見~付けたリ
保「あとはFくんだけだね，どこに
いるのかなあ。みんなも一緒に

探してみようJ
E IFく~ん，もう片付けの時間だ
ぞ~J

(Fくんを毘にかけようとする姿)

(その低 E児は犬の様に臭いを嘆
いてせ架すが見付からない)

G 1先生， Fくんがいたよj
保「わぁ !Fくん，どこに隠れてい
たの?J

子どもの姿の解釈と保育者の援助

o 1かくれんぼjがしたいという
思いを受け止め，大勢で遊ぶ楽し

さを味わえるように，他の友だち

も一緒に参加できるような言葉掛

けの工夫をした。

「でも3人だけだとさみしいな。

他にする人がいないか聞いて

今後の保育者の援助の在り方

O 大勢で遊ぶ楽しさを味わってほ

しいという保育者の気持ちが急い

でしまい，かくれんぼを始める前

に保育者が率先して仲間集めをし

てしまった。子どもの言葉を待つ

言葉掛けをする。

山 j 「↑了間山ωllt~IjJI 
O 子ども同士でf支割を決めようと
する気持ちが芽生えてきているこ

とを受け止めながらも，大事なル

ールのポイントは共通理解できる

ようにした。

「負けた人が鬼ね」

「最初はCくんに鬼になってもら

いましょう」

O 人数が増えると，ゲームの進行
状況が全体に伝わりにくくなるの

で，状況を見て必要に応じた援助

ができるように意識しながら見守

った。

O 園庭の木の陰や草むらに隠れる 10保育者が感じたことや気付いた
ときは，子どもたちに植物の特徴|

| ことを周りに意図的に伝えるよう
を伝えられるよう心4卦けた。 目

O 葉や枝が体に触れる感角虫や落ち
葉を踏みしめたときの音，匂いな

どを味わえるように，保育者も諸

感覚を働かせながら楽しんだ。

0)レーlレを忠実に守ろうとする子
どもの姿を大切した。

O 鬼の気持ちが持続できるよう
に，先に見付かった友だちと→者

に様子を見守ったり，探すのを手

伝ったりしたりしながら励まし

た。

.24・

にして，自分たちが感じたことや

気付いたことを伝え合い，共感で

きる雰囲気を

「今，この木の葉っぱが顔に当た

ってびっくり しちゃった。 よく

みたら葉っぱの先がチクチク

とがっているよJ

「ここの落ち葉の上を歩くとザ

クッ，ザクッって音がする~J





年長児(うみ組) 平成21年 12月1日(火)天気:晴れ

仔どもの実問 1 (ねらい〕

般極的に身近な自然と方、かわり，図縫の木の実や落ち3躍を集めて，自分先ちの遊び10 友だちと話し合い，協力し合いながら目的をもって楽しく遊ぶ。
に取り入れ，自然とのかかわりを存分に楽しんでいる姿が見られる。また，好きな友

だちだけでなく，自分のしたい遊びを→昔に楽しもうと，様々な友だちを誘う姿も見10深まる秋の自然を積樹切こ自分たちの遊びに取り入れて遊ん
られ，自分たちで話し合って遊びをっくり出す面白さを味わっている。

*子どもの生活 ※ 保宥者の援助 ・環境構成の工夫 (0人との地場、わり

〔内容〕

O 自分ずこちで工夫して園生活を楽しむ。
O 友だちと遊ぶ中で"1閥扮担しながら，共通の目的をもって遊ぶ。
O 遊びの進め方やきまりなどを自分たちで話し合いながら進めようとする。
O 身の回りにある自然に興味をもってかかわり，自制却を使っていろいろな遊びを楽しむ。

企 自然とのかかわり) しJ かかわりによって育まれる体験口ものとのかかわり

〔ごっこ遊びをする〕

食友だちと誘い合って「お花イチョウ屋さん」というお庖を聞き，自分た

ちで必要なものを選び，話し合いながら必要なものをつくり，友だちゃ保

育者をお客さんとして招いて遊んでいた。

食 自分のなりたい役になりきって遊んでいた。

*木琴や鍵盤ノ、ーモニカを使って演奏ごっこをしていた。

他者理解 X 充実感
一一一一一一一一~、、〆、­

口子どもたちが~しくごっこ遊ひPができるように，必要な道具や素材を用

1ましておいた。
o友だちと遊びを楽しむ綾子を見ながら，
保育者もお庖の一員となって遊びに}JOわ

り， 一手昔に楽しむようにした。

わたしはイチョウのお花

がほしいな。

E砕いE r 

「gaLFぷ
・-二二三

〔自然と触れ合う〕

合 古5ち業や木の嘆を拾って遊びに伎いながら，深まる駄を感じる姿が見られた
食 ジュズダマやワラ，イチョウなど秋の自鰐司却を使って遊んでいた。

会育てているヒヤシンスやニンジン，タマネギに水を掛けながら，その成

反の様子を楽しみにする姿が見られた

京<y.自然への慈しみ、

.d. ~告の色の変化や様々な落ち葉，木の尖などに気付き，遊びに取り入れる
ヨ5を大切にし、寸者に深まる秋を感じるようにした。
ム秋の収穫物を使った楽しい遊びを知り，遊ぴがさらに充実するように，

ジュズダマをつなぐための用具や束にしたワラを'ifiくなどの環境を工夫
した。

ム ヒヤシンスや野菜の成長を楽しみにする姿を

大切にし，気付いた変化 C有効叩11びた，小さな

芽が:tl:lてきたなめに共感するようにした。

ジュズダ7，なかな坤渇らない・， ， 

航呆〉

O 前日の子どもたちの様子を受けて環境を榊成していたことで，子ど
もたちの自然(イチョウの禁)とのかかわり瑚航して見られ，保育

者も→者に楽しむことができた。

O 誰もいない場所に対して「ここ使っているのかな?Jと近くの友だ
ちに石鋭意する姿が見られ，子どもたちが集団でのルールを意識できて

いると見淑ることができた。

O どの遊びに加わろう州主っている子とeもに対して，一緒に園内を散
策しながら，友だちの様子に気付かせる援助が，自分のやりたいこと

を見付けることへとつながった。

Iプレイルーム) アままごと道具 (瓜コ

γプ.コンロ.人買AOl

.... . 
Im克構成l

フライパン.エプロンー

スカートなど)木琴.鍵

盤ハーモニカなど

イ セロハシテープ.カセ

yトテープ.ラジカセ.

1車;器など
ウ 空き箱，ロールベーパ

一芯.牛乳(')ク.カ γ

プ

日早宵室J

-・・・・・・・・・・・.............・・・・... 

会
食
ム
H
占
H

口必要な素材や用具などを子どもたち地司史いやすい場所に用意しておいた。

o友だちの工夫に刺激を受けながらつくる姿を認め，自分
だけではできないところを友だち同士で手伝えるような言

葉掛けをするようにした。

口用具などの安全なイ吏い方や片付け方に配慮した。

〔砂や水を使って遊ぶ〕

会友だちゃ異年申告児と→Eに砂や土に水を入れながら，その!割虫を楽しんだり，料理を
つくったりしていた。

会 型に砂をつめてつく った料理に落ち葉や木の実を飾って，友だちに科理をふるまっていた。

。口砂や砂と水が混ざり合ったときの!翰虫を十分口未わいながら，

友だちとイメージを」捕して遊ぶ姿や自制却を取り入れて遊ぶ

姿を見守ったり，仲間になったりした。

ケーキですよ。どうぞ。

〔体を動かして遊ぶ〕'* 友だちと誘い合って，かけっこや「けいどろJなどの鬼こ・っこなどをしながら図庭を駆け回っていた。
*友だちと一緒にいろいろな回淀遊具や跳ぴ純をi1!って遊び，友だち同士でできるところを見せ合ったり，教え合ったりしていた。

(体を耐楽しさに至!)(~)G豆歪D
o友だちと誘い合って遊びを始める姿を見守り，線子を見ながら遊びに加わり，ルールのある遊び (けいどろなど)
の面白さを共に味わうようにした。

{課題}

・ 「協力し合いながら目的をもって楽しく遊ぶ」というねらいは，子ど

もたちのどのような姿を表し，どのようなときに達成できたとするのか

をもっと明徳にしたい。

・ 子どもたちが友だちと協力したり，目的をもって，もっと，じっくり，

たっぷりと遊びに決ったりして充実感を味わうためにはどのような環

境構成が必要なのか，保育者としてどのような干おめをしていけばよいの

た今後も係っていきたい。

健ぴ州制直とつながり〉

この時期の子どもたちは，友だちと誘い合って遊ひ'を進め，遊ひ'の中で話し合ったり，協

力し合ったりする姿が見られる。秋の深まりを感じながら過ごすことのできるこの時期，イ

チョウの業などの様々な自燃物を使って子どもたちが主体的に遊ひeを楽しみ，自分たちで役

割分担しながら遊びを進める姿を大切にしたい。

こうした遊びは，さらに友だちと協同して遊ぴを進め，学級という集団での活動も楽しむ

ようになる姿へとつながっていくものであると考える。
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※ 年長組(うみ組)保育研究から

子どもの姿

O お庖屋さんの準備を始め
る。

A I今日は，イチョウのお
庖屋さんをするんだっ

たよね」

保「昨日のイチョウの葉つ

ぱとかご，置いておい

たよ 。テーブルはどこ

に置こうかなJ
A IBちゃん cくん，千子

くよ ~J

C Iここに椅子を持ってき
たら(いいね)J 
B I何屋さんって言っ たら

子どもの姿の解釈と実際の保育者の援助

O 前日の遊びを翌日も続け
たいという子どもたちの思

いを受け止め，前日に使っ

たイチョウの葉，かご，テ

ープやルなどをセ ットにして

保育室近くに置いておい

た。

O 子ども同士でお庖の準備
を進める姿を見守り，仲間

にな ってイチョウの葉を集

めたり，子どもたちからも

らったイチョウの葉で花束

をつく ったりする作業を進

いい?J めた。 一ー
1.・ーーー-

A Iお花紙の花も一緒だか 1: 自分の役割が決まり，お庖 l
ら・・・JI:を聞こうとはりきって準備 i

AB  Iいら っしゃいませ 1:をしている。
お花イチョウ屋さんド

がありますよ」

O 年中児，年長児のお客が
やってくる。

B I一列に並んで。何がい
い?J 

中「お花，お花J
BIお花つく ってるからね。
これ，いる ?J
中「いる!J 
A IBちゃんがイチョウの
キツネつく って。先生

が(イチョウの)花を

つくるからJ
保「お待たせしました。お

花どなたでしょう?は

いどうぞJ
B I(イチョウのキツネを見
せながら)これサクラ

ンボみたいでしょう 。

キツネの反対にした

の。Cくんは花紙の庖

長だか らねj

0 '自分たちでお客を呼び，
お庖屋さんを始めた姿を見

守り，お庖の一員 として注

文されたものをつ くっ た

り，子どもたちの仲間とな

ってお庖屋さんになりき っ

て子どもたちと会話したり

するようにした。

「お待たせしました。お花ど

なたでしょう?はいどう

ぞ」

O 自分なりに工夫 してイチ
ョウの葉を使う B児の姿を

認め，イチョウの葉とかか

わる楽しさを感じられるよ

うな言葉掛けをした。

IBちゃんの面白い。 どう

今後の保育者の援助の在り方

O 子どもたちが自分た
ちで必要なものを話し

合い，準備することも

楽しめるようにしても

よいのではないか?

o B児の工夫をお客の
年中児たちにも伝え，

みんなでB児の工夫を

共有し，イチョウの面

白さを感じられるよう

な言葉掛けをする。

C (黙々とイチョウの葉を
集める。)

やってつくったの ?J JlLIBちゃん，こんなの

O お客だった年中児がやっ
てくる。

中「仲間に入れて」

C Iいいよ」

「イチョウの葉っぱってい IlI
r

をつ くっ たんだってJ
ろんなことできるんだ 111 Iイチョウの葉 っぱつ
ね。J M ていろんなことでき

Y るんだね。」
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2学期に実施した研究保育・保育研究から，年少，年中の子どもたちが深まる秋の中で

かくれんぼを楽しむ姿が見られた。そこでの子どもたちの姿と保育者の援助の在り方につ

いて大切にしたいことを次のようにまとめることができた。

--・ーーーー一‘

~かくれんぼをするときの子どもたちの姿と保育者の援助について(1 2 月の事例から)~
一ーー--・.

>
 
児少年<

 
、、、、、、
‘ ‘ ‘ 。
f 

， ， ， 

o 先生と 一緒にか
/ くれんぼをしたい。

o 先生と 一緒に鬼
になりたい。

O 見付かった後は
、 先生の後について

¥ いく 。

、、
、、

， ， ， ， 

‘』一'-ーー・ー・.-

O 友だちと 一緒に遊
ぶ面白さを味わえる

ように，ほかの友だち

を誘 ってみることを

提案する。

O かくれんぼのルー
ルを確かめる。

(鬼，隠れる人は誰か，

「もういいかいJIまだ
だよ」の言葉など)

O 遊びの面白さを十
分味わえるように遊

びの展開をリードす

るO

<年中児>

，" 0 友だちゃ先生と ¥ 
かくれんぼをした ¥ ，，

v

l

‘‘
 

i
s
'
t
e
o
-
-
1
 

しミ。

O 鬼になりたい。
O なりたい人が鬼
になり，みんなを探、、、、、 す。 ， ， ， 

、、
、、 ， ， 

‘ー'・-----
O 大勢の友だちで遊
ぶ楽しさを味わえる

ように，ほかの友だち

を誘いたくなるよう

な言葉掛けをする。

O かくれんぼのルー
ルを確かめる 。(じゃ

んけんで負けた人が

鬼になるなど)

O 子どもたちと一緒
に遊びを楽しみなが

ら，状況を見て必要に

応じて言葉掛けをす

る。

以上のように，年少児，年中児では，保育者は，子どもたちが主体的に遊ぶ姿を大切に

しながら，子どもたちが自ら遊びを展開できるように導いていることが分かる 。このよう

な保育者の援助のもと遊びを楽しんだ子どもたちは，年長児になると，自分たちで遊ぶ仲

間を見付け，これまでの経験を生かしてルールを共通理解しながら遊びを始めるようにな

る。

同じ遊びをするにしても 保育者は子どもたちの姿に合わせて それぞれの発達の過程

に合わせた援助を大切にしていきたい。
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